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公開鍵証明書との連携公開鍵証明書との連携 (1/2)(1/2)

既存の個人証明書（既存の個人証明書（UTUT--CACA証明書）と連携す証明書）と連携す

るる

•• 証明書は証明書はICICカードの形で提供されているが、常カードの形で提供されているが、常
ににICICカードを利用できる環境にあるとは限らないカードを利用できる環境にあるとは限らない

•• 文献サービスのような用途には証明書による強文献サービスのような用途には証明書による強
固な認証は不要固な認証は不要

証明書を持つ者がオンラインで自由にパスワードを証明書を持つ者がオンラインで自由にパスワードを

登録することができる登録することができるLDAPLDAP認証を提供する認証を提供する

公開鍵証明書との連携公開鍵証明書との連携 (2/2)(2/2)

効果効果

複数の認証手段から選択することで、安全性複数の認証手段から選択することで、安全性
と利便性のバランスを取ることができると利便性のバランスを取ることができる

•• 同じエンティティに対して追加的な認証手段を提同じエンティティに対して追加的な認証手段を提
供する供する

証明書による間接的な認証を行うことによっ証明書による間接的な認証を行うことによっ
て、て、PKIPKIの影響範囲を拡大することができるの影響範囲を拡大することができる

PKIPKIの認証によってシンプルな実装が可能の認証によってシンプルな実装が可能



3

実演実演

現状現状

プロトタイプは構築済プロトタイプは構築済

属性管理システムを実装中属性管理システムを実装中

•• 管理者による管理／本人による管理管理者による管理／本人による管理

•• 証明書による認証／パスワードによる認証証明書による認証／パスワードによる認証

LDAPLDAPサーバ部分を独立して大学構成員のサーバ部分を独立して大学構成員の

認証手段として提供することを模索認証手段として提供することを模索
•• Ex. Ex. 学外からの学外からのVPNVPN接続の認証接続の認証


